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研究成果の概要（和文）： 

言語リズム・タイミングに関して言語類型上異なる日本語、英語、クロアチア語、フィンラ

ンド語を音響的に比較した。結果、英語のアクセント実現は強さもピッチも相関があること、

日本語アクセントには音圧が無関係ではないこと、クロアチア語の母音短長の比率は日本語や

フィンランド語よりもずっと低く、ピッチと音圧と長さが相互に関連して統合的に音調の相違

を生み出していることが分かった。それはフィンランド語にも一部当てはまると思われた。ま

た、日本語 L2 は強勢の認知で二項対立に拘束される傾向があると判断された。呼吸メカニズ

ムとの関連では，ポーズが言語リズムに重要な働きをしていることや、言語により胸筋・腹筋

の動きは相当異なることが分かった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We compared typologically different languages: Japanese, English, Croatian, and Finnish 

cross-linguistically from the acoustic point of view on linguistic rhythm and timing. In production, we 

found that in English, pitch and intensity seemed to be more significantly coordinated, whereas in 

Japanese, pitch height and durational categorisation were more significant, but not necessarily 

coordinated. In Croatian, durational ratios between short and long were much shorter than Japanese and 

Finnish. It was also suggested that in Croatian, tonal movements, durational control and strictly bound 

intensity are coordinated as a whole, part of which seemed to be similar to Finnish. Concerning 

perception, Japanese employ a binary accentual categorization. In terms of the relationship between 

linguistic rhythms and the closely related physiological respiratory mechanism, we found that chest and 

stomach muscle movements depended on language and that a pause, which appeared at the phrasal, 

sentential and passage level, plays an important role in speech mechanism. 
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１． 研究開始当初の背景 

音声言語研究がますます学際的になる中，

諸言語の言語リズムとタイミングの問題は

解明されていない重要なテーマである．例え

ば，stress-timing, syllable-timing, 

mora-timing というタイミングに関する 3 分

類に加えて foot-timing という概念も時に用

いられている。ここには音声的な韻律面から

見ると長さと強さという二重基準がある。ま

た，syllable-counting, mora-counting という

ふうに，音韻的に音節を数える方法があるが，

リズムの単位である音節がシラブルなのか

モーラなのかの議論がある。また，アクセン

トについても高さ（ピッチ）あるいは強さ(ス

トレス)と単純に二分類されるものなのかと

いう問題もある。これらの解明されていない

諸問題は，言語間で比較されてきた言語数が

限定的であり，言語系統の異なる言語の生

成・知覚面での実験による検証が不十分であ

るということを指摘した。 

２． 研究の目的 

上記背景を鑑み，これまで同時に比較され

たことのない，また，言語系統の異なる日本

語,英語,フィンランド語,クロアチア語の 4 言

語を用いて、（１）解明されていない言語リ

ズムとタイミングの問題を整理し過去から

現在に渡り何が問題かを理論的に提起する

こと，（２）個別言語および言語間の韻律の

音響特徴量を定量的に計算することで,普遍

的な言語リズムとタイミングを追及するこ

とを目的とした。 

３．研究の方法 

まず，言語リズムの概念とタイミングに関

する諸研究および４言語を複数対照比較す

る文献を収集整理し文献データを作成した。

これらを参照し実施されてこなかった 4言語

に関係する生成・知覚実験を行った。実験試

料としてシラブル構造・語彙構造を考慮した

語彙データベースを作成した。実験に関して，

生成面では長さ・ピッチ・音圧を測定した。

知覚実験では，アクセントの同定実験を行っ

た。 

４．研究成果 

生成に関しては，英語のアクセント実現は

強さもピッチも相関があること，日本語 L2

は強さもピッチも比較的忠実に英語アクセ

ントを真似る（制御できる）一方でピッチの

下降に対して音圧が上昇するという母語干

渉が出ることも明らかになった。クロアチア

語については，母音だけに短長弁別があるが

比率は日本語やフィンランド語より相当低

いことが分かった。また，4 種の音調につい

てピッチも音圧も聴覚印象とは異なる結果



が出た。恐らく，ピッチと音圧と長さが相互

に関連して統合的にこれらの音調を生み出

していると考えられ，従来主張されてきた音

圧がリズムとあまり関係ないという点につ

いては疑問を呈する結果となった。知覚に関

しては，日本語 L2 は英語の第一強勢と第 2

強勢の差をあまり認識できなかった。 

これらの作業の中で言語リズムやタイミ

ングの産出には呼吸が関係しているという

生理面からの視点が欠落していることに気

づいた。呼吸は横隔膜の収縮により行われる

が発話には同じくこの作用が利用される。そ

こで，発話時の胸筋・腹筋の動きを呼吸ピッ

クアップで計測実験した。結果，胸筋・腹筋

が句や文を単位として制御されていること

やこの制御には十分長いポーズを置くこと

も明らかになった。同時に言語により胸筋・

腹筋の動きは相当に異なることも分かった。 
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